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１．概要（Summary） 
電流による磁壁の駆動は、レーストラックメモリをはじめ

とした新規な磁気メモリや論理素子への応用が期待され

るスピントロニクスの新しい研究分野である。本課題では

偏光顕微鏡（青色レーザー照射可能）を利用して希

土類磁性金属細線中の電流誘起磁壁移動を観察する。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
偏光顕微鏡（青色レーザー照射可能） 
【実験方法】 

利用者が所属する研究室のスパッタリング装置を用い

て、希土類磁性金属 Gd-Fe 膜を作製した。 Gd-Fe 膜と

TaおよびW膜の重金属層を積層させることで、構造の異

なる二つの試料を作製した。試料の細線への加工は、利

用者が所属する大学の電子ビームリソグラフィ装置を利用

した。細線へ加工した試料を偏光顕微鏡を用いて磁区像

を観察した。その後、試料にパルス電流を印加することで、

磁壁の電流駆動を観察した。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
スパッタリング装置を用いて作製した細線を用いて、偏

光顕微鏡による観察を行った。まず、作製した試料のホ

ール効果を測定したところ、試料は明確に垂直磁気異方

性を持っていることが分かった。次に偏光顕微鏡による

観察結果を Fig. 1 に示す。結果から、細線の明瞭な磁

区像を確認することができた。次に、パルス電流を印加

すると、磁壁が移動する様子を直接観察することができ

た。さらに、WとTaをそれぞれ複合化したGd-Fe細線で

は、それぞれ磁壁の動く向きが逆になることが分かった。

また、閾電流密度は 1010A/m2 のオーダーであり、小さな

値となることが分かった。 
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Fig. 1 Kerr image of the Ta/Gd-Fe wire. 


